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■ＦＶＰＳＴ Version2からVersion3へのバージョンアップ内容

（１）速度計がＦＶ２０からＦＶ２１になり、加減速度の精度がさらに向上しました。

（２）電源スイッチがバックパネル側からフロントパネル側に移りました。

（３）操作スイッチボックスにキロポスト補正スイッチが追加され、キロポスト補正が
　　 操作スイッチボックス側からもできるようになりました。

（4）設定用のバータイプのスイッチをすべてプッシュタイプに統一しました。
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本測定器は速度、加減速度を求める速度計と、距離を求めキロポスト出力を行なう距離計で構成されていま

す。速度計は車両の速度発電機からのパルス周波数を高精度に求め、車輪径と回転パルス数との演算で速

度と加減速度を求めます。求めた速度、加減速度、周波数のいずれかを表示し、その値を電圧に変換して出

力します。パルス入力は独立完全絶縁されており、可変入力ローパスフィルタ付きです。出力も独立完全絶縁

されており、可変出力ローパスフィルタ付きです。

距離計は速度発電機からのパルス、車輪径、回転パルス数との演算から進んだ距離を求め、キロポスト距離

ごとにキロポストを３Ｖ電圧でパルス出力します。キロポスト距離は０.１ｋｍと１ｋｍに対応しています。０.１ｋｍを

選択した場合、０.１ｋｍごとに０.１秒のパルスを出力し、１ｋｍごとに０.３秒のパルスを出力します。１ｋｍを選択

した場合は、１ｋｍごとに０.１秒のパルスを出力し、１０ｋｍごとに０.３秒のパルスを出力します。

マーカ操作のスイッチ入力に対応しており、スイッチオンでキロポスト出力をオンさせることができます。

速度と距離のデータを外部装置へ送信するＲＳ２３２Ｃ出力を標準装備しています。キロポスト距離ごと、または

０.５秒ごとに速度と距離のデータをＲＳ２３２Ｃで送信できます。

また、グラフテック社製、ＮＥＣ三栄社製のサーマルアレイコーダとＲＳ２３２Ｃ接続可能で、レコーダのアノテー

ション印字機能を利用して記録紙に速度と距離の数値をキロポスト出力ごとに印字できます。

１．　製品概要



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速　　度　　計　　仕　　様　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　距　　離　　計　　仕　　様　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　　の　　他　　仕　　様　

１　　　チャンネル数

3V±１0％（パルス幅0.1秒±20ms　、パルス幅0.3秒±20ms  ）出力電圧 

範囲　0.0～  9999.9km（小数第２位以下切り捨て表示）、　ただしキロポスト距離選択が

0.1kmでＲＳ２３２Ｃモード選択がモード7（TG170専用）の場合は、 0.000～  99.999km。

距離程の値が保証されるのは、速度が1000km/h未満の場合。演算誤差は、1000kmの走

行距離で0.3m以下。（車輪径860.0mm,回転パルス数177.4設定時で空転、滑走および車

輪径誤差がなく、速度が1000km/h未満の場合）。誤差が最大になるのは、車輪径999.9mm 

,回転パルス数10.0が設定された場合で、1000kmの走行距離で15m以下。

距離程

①キロポスト出力ごと　　②0.5秒ごと　 　③WR8000-16Tｱﾉﾃー ｼｮﾝ印字 

④WR8500/WR9000ｱﾉﾃー ｼｮﾝ印字      ⑤WR1000ｱﾉﾃー ｼｮﾝ印字   

⑥RT3200N/RT3100Nｱﾉﾃー ｼｮﾝ印字   ⑦TG170表示

送信形式

速度、距離    送信データ

横幅 240×高さ 148×奥行 272 mm       (突起物、スタンド含まず)　 外形寸法

 　動作温湿度

入力範囲   AC85～130V  47～440Hz        絶縁耐圧   AC1500V 1分

絶縁抵抗   DC1000V  100MΩ以上　        消費電力   AC100V / 0.4A 平均

キロポスト出力

   　絶縁型

    　表示　

0～40℃  85％RH以下(結露なきこと) 

　 重 量 

　 付属品 

　　マーカ入力 

5 ｋｇ

ＡＣコード（アース付）　１本、マーカ操作スイッチボックス　１個、ＲＳ２３２Ｃケーブル　１本、取扱説明書 　１部

マーカ操作スイッチボックス付属

    　
    電源　

    ＲＳ２３２Ｃ　

２．　仕様一覧
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（フィルタ遅れ時間は参考値として選択値の約半分。50Hzで10ms、10Hzで50ms、5Hzで100msぐらい）    

 パルス入力                            

    絶縁型

 　電圧出力　                            

    絶縁型

範囲  0.0～  999.9 km/h　　　   　　　　　　　　　　　　　 精度　±１デジット以内速度

範囲　0.0～±99.9 km/h/s  (マイナスは減速)  　　　　  精度　±１デジット以内加減速度

範囲　0.0～ 99.99 kHz (測定下限値 0.001kHz)         精度  ±１デジット以内周波数  

    　表示　

１チャンネル数 

パルス幅間隔測定方式(後ろΔＴ測定)、  ΔＴ 分解能 0.5μs、　サンプル周期10ms      周波数算出方法 

回帰予測演算（１０サンプル移動二乗平均）速度算出方法   

120ｋΩ±5％入力抵抗

100kHz　(ｾ゙ﾛｸﾛｽ交流波は±1Vでﾌｨﾙﾀ OFF時、矩形波 0-8V以下でﾌｨﾙﾀ OFF時)

100kHzを超えた場合はエラー

最大入力周波数

ﾌｨﾙﾀ OFF時でｾ゙ﾛｸﾛｽ交流波は約0.2V、  矩形波は約2.2V( ﾋｽﾃﾘｼｽが0.2Vある）しきい値

1 , 2 , 4 , 8 , 20kHz , OFFの６段階、　減衰傾度  -30dB/oct以上ロ-パスフィルタ

遮断点　　1～8KHz　－3ｄＢ±1ｄＢ、  20KHz　－4ｄＢ±2ｄＢ

最大耐圧 DC/AC150V連続、絶縁10MΩ以上その他

１チャンネル数

速度と周波数 ±0.１％of F.S±0.1％of Range、 加減速度 ±0.１％of F.S±2.5％of Range出力精度(対表示)

出力抵抗１0Ω以下、 絶縁　10MΩ以上　その他

0～±5V  F.S、　調整範囲　ゲイン ±10　％、オフセット ±0.5V出力範囲 

最大　１mA出力電流 

最大　１mA出力電流 

4V、2V、1V（速度は100km/h、加減速度は2km/h/s、周波数は2kHzのときの電圧値）出力レンジ 

2(実際は2.1), 5, 10, 50, 100Hzの5段階、 ﾌｨﾙﾀ特性 ﾍ゙ｯｾﾙ型 、減衰傾度-30dB/oct以上 

遮断点　2(2.1)～10Hz　-3ｄＢ±1ｄＢ , 50Hz　-4ｄＢ±1ｄＢ , 100Hz　-6ｄＢ±2ｄＢ　

ロ-パスフィルタ

速度と周波数　5ms＋フィルタ遅れ時間、　加減速度　105ms＋フィルタ遅れ時間 出力応答時間 

短絡保護、耐電圧入力ＤＣ100Ｖ　1分 出力保護 

出力抵抗１0Ω以下、 絶縁　10MΩ以上　その他

短絡保護、耐電圧入力ＤＣ100Ｖ　1分 出力保護 



電源スイッチ
ＲＳ２３２Ｃモード選択スイッチ

ＲＳ２３２Ｃコネクタ

ＡＣ１００Ｖ入力 フレームグラウンド

CDEF01234567
89
AB

272mm

14
8m
m

距離計速度計

185mm

240mm

３．　各部名称と外形寸法

後　面　  

側　面　

前　面　
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４．　速度計の操作説明
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速度計は速度、加減速度、周波数のいずれかを表示し、その値を電圧に変換して出力します。

右のパネル図を参照しながら以下の説明をお読み下さい。操作個所はゴシック文字で表しています。

まずは、入力系を設定します。入力波形選択 で速度パルス信号の種類を選択します。速度発電機のゼロク

ロス交流波を入力する場合は交流波に、０-１２V CMOSレベル矩形波などの場合は矩形波に設定します。次

に、入力フィルタ選択 でパルス入力のローパスフィルタ遮断周波数を選択します。そして、車輪径設定 で車

輪径を、回転パルス数設定 で１回転のパルス数を設定します。これで入力系の設定は終了です。

パルス入力 のコネクタに速度パルス信号を接続して下さい。なお、設定は順不同で行えます。また、接続中

の設定変更も可能です。

次に出力系を設定します。速度、加減速度、周波数のどれを表示し電圧出力させるかを、変換出力項目選択 

で選択します。そして、電圧出力範囲の設定を出力レンジ選択 で行います。速度の電圧出力では、出力レン

ジの基準（１００km/h）に対する電圧を出力レンジ選択 により４Ｖ、２Ｖ、１Ｖから選択できます。また、加減速度、

周波数の出力レンジ基準はそれぞれ２km/h/s、２kHzとなります。

電圧出力 のコネクタに相手先（レコーダ、テスター、オシロスコープなど）の入力を接続して、ゼロ位置の確認

を行ないます。調整が必要な場合はオフセット調整 のボリュームで調整します。校正を押すと、押しているあ

いだ出力レンジで選択された４Ｖ、２Ｖ、または１Ｖの電圧が出力されます。調整が必要な場合はゲイン調整 

のボリュームで調整します。次に、出力フィルタ選択 で電圧出力のローパスフィルタ遮断周波数を選択します。

値を小さくしていくと出力波形はより滑らかになっていきますが、出力応答遅れは大きくなります。



校正

単位

入力波形選択　

入力フィルタ選択 

車輪径設定  

変換出力項目選択  

パルス入力

オフセット調整、ゲイン調整 

電圧出力

回転パルス数設定

出力フィルタ選択

出力レンジ選択

変換出力項目で選択され

た項目の演算値が表示さ

れます。表示数値範囲を越

えた場合は、最大値が点

滅表示されます。

表示

速度、加減速度、周波数のどれを

表示し、電圧変換出力するかを選

択します。

速度パルス信号の種類を選択しま

す。速度発電機などのゼロクロス交

流波の場合は交流波に、０-１２V矩

形波などの場合は矩形波にします。

矩形波の場合は３Ｖ以上で、交流

波ではマイナスから０Ｖをクロスして

０.２Ｖ以上でパルスありと認識されま

す。

１回転のパルス数を設定します。設

定可能範囲は、９９９.９～１０.０です。

範囲外設定時は、Ｅｒｒが表示されま

す。歯数比がある場合は、パルス数

に歯数比を乗算した値を設定します。

例えば、パルス数が６０で歯数比が

２.２６５の場合は、１３５.９を設定しま

す。

車輪の直径を設定します。設定可

能範囲は ９９９.９～１０.０mmです。

範囲外設定時は、Ｅｒｒが表示され

ます。

速度発電機のパルス出力を

直接入力できます。入力は独

立完全絶縁されています。

パルス入力のローパスフィルタ値

を選択します。　１kHz、２kHz、
４kHz，８kHz、２０kHzの５段階あ
ります。通常は、測定する最高速
度のパルス周波数に近い値を選
択します。例えば、交流波で車
輪径が８２０mm、１回転９０パルス、
速度１５０km/hの場合のパルス
周波数は１.４５kHzになるので、
測定最高速度が１５０km/hの場
合は２kHzを選択します。矩形波
の場合は通常、ＯＦＦを選択しま

す。

選択されている変換出力項目の単位

のＬＥＤが点灯します。車輪径、回転

パルス数の設定を変えると、点滅が始

まります。２秒以上設定変更がないと

設定値が取り込まれ、点滅が終わりま

す。

電圧出力のローパスフィルタ値を設

定します。１００～２Hzまで５段階あり

ます。

押されている間、出力レンジで選択

された電圧が出力されます。

例えば４Vが選択されている場合、

４Vが出力されます。

電圧出力のゲインを±１０％、オフ

セットを±０.５Vの範囲で調整でき

ます。ボリュームの回転範囲は２０

回転です。

表示値を出力レンジで換算した電圧

がリアルタイムに出力されます。最大

出力電圧は±５Vです。

出力は独立完全絶縁されています。
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速度は１００km/h、加減速度は

２km/h/s、周波数は２kHzのときの

電圧出力値を、４V、２V、１Vから

選択します。例えば１Vを選択した

場合、速度は１００km/hで１Vが出

力され、３００km/hで３Vになります。

加減速度は２km/h/sで１Vが出力さ

れ、－２km/h/sで－１Vが、

－１０km/h/sで－５Vが出力されま

す。－１２km/h/sの場合、計算上

は－６Vになりますが、出力範囲が

±５Vなので－５Vで頭打ちされます。
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マーカ入力  

2 3 4 51

開始距離程

 上り

 下り

設定

マーカ入力

キロポスト補正

km

キロポスト出力

   絶縁型

スイッチ入力

km

距離程

車両速度距離計　ＦＶＰＳＴ

キロポスト距離　　

キロポスト出力

０.１ｋｍ

 １ ｋｍ

上りか下りの進行方向を選択します。

上りでは進んだ距離が減算され、下

りでは加算されます。

キロポスト出力に３Ｖの電圧が出力

されているときに点灯します。

電源ＯＮでバージョン値とモード値を表示（r3.1-7など）した後、開始距離程の設定

値を点滅表示します。進んだ距離がこれに加減算され、９９９９.９kmを越えたら０.０

に戻ります。点滅は、電源ＯＮ後に一度も開始距離程の設定がされていない場合と

速度計の車輪径または回転パルス数の設定が変更された場合に行われ、距離程

の表示値に注意が必要であることを示しています。設定またはキロポスト補正を押

すと点滅をやめます。通常は小数第１位の桁までの表示ですが、ＲＳ２３２Ｃモード

選択がモード７（ＴＧ１７０専用）でキロポスト距離選択が０.１kmの場合、小数第３位

まで表示できます。この場合、９９.９９９kmを超えた距離は表示できませんが、キロ

ポスト距離選択を１kmにすれば表示できなかった上位桁を見ることができます。

なお、距離計測の精度が保証されるのは、速度が１０００km/h未満の場合です。

１０００km/h以上の速度があった場合、距離を正しく計測できない場合があります。

スイッチボックスのマーカ

入力スイッチが押された

ときに点灯し、マーカ入

力がＯＮ状態であること

を表します。　

右ページの説明参照。

スイッチボックスからも

操作できます。

右ページの説明参照

キロポスト出力  

付属のスイッチボックスを接続します。マーカ入

力とキロポスト補正のスイッチが付いています。

設定を押すと、距離程表示がこの設

定値に変わります。設定値によって

は、設定を押した時にキロポスト出力

がでる場合があります。それは、出力

が行われる距離程と同じ値が設定さ

れた場合です。

例えば、キロポスト距離選択が１ｋｍ

の場合、７２.０ｋｍを設定して押すと

キロポスト出力は行われますが、

７２.１ｋｍの設定ではキロポスト出力

は行われません。

キロポスト出力を０.1ｋｍごとに行う

か、１ｋｍごとに行うかを選択します。

６．　距離計の操作説明
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距離計は進んだ距離を表示し、キロポスト距離ごとにパルス電圧を出力します。

下のパネル図を参照しながら以下の説明をお読み下さい。操作個所はゴシック文字で表しています。

まずは、進行方向選択 で上りか下りの進行方向を選択します。

次に、キロポスト出力を０.1ｋｍごとに行うか、１ｋｍごとに行うかのキロポスト距離選択 を行います。

マーカ入力 を行う場合は、マーカ操作スイッチボックスをスイッチ入力 に接続して下さい。

開始距離程 の設定値は、設定 を押すと取り込まれます。目標地点に達する前に開始距離程を設定して

おき、目標地点に達したら設定を押します。

スイッチボックス

マ
カー
入
  力

ｷ
ﾛ
ﾎ゚
ｽ
ﾄ

　
補
正
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距離程表示

例３

０.１秒

０Ｖ

ＯＦＦ

　ＯＮ

３Ｖ

マーカ入力

キロポスト出力

０.１秒 ０.３秒０.１秒

7
7
.0

7
8
.0

7
9
.0

8
0
.0

距離程表示

キロポスト補正

実際のキロポスト

変更された例１

７１ｋｍ ７２ｋｍ

表示が遅れている

ボタンを押した

キロポスト出力
7
1
.0
7
1
.1
7
1
.2
7
1
.3
7
1
.4
7
1
.5
7
1
.6
7
2
.0
7
2
.1
7
2
.2

7
0
.7
7
0
.8
7
0
.9

7
0
.4
7
0
.5
7
0
.6

距離程表示

変更された例２ 表示が進んでいる

出力されないキロポスト出力

7
1
.6
7
1
.7
7
1
.8
7
1
.9
7
2
.0
7
2
.1
7
2
.2
7
2
.0
7
2
.1
7
2
.2

7
1
.3
7
1
.4
7
1
.5

7
1
.0
7
1
.1
7
1
.2

キロポスト補正  

キロポスト出力

キロポスト距離選択が０.１ｋｍの場合、距離程表示値の小数第１位の桁が更新されるごと(０.１ｋｍご

と)に幅０.１秒の３Ｖパルスが出力され、また第１位の桁が更新されるごと(1ｋｍごと)に幅０.３秒の３Ｖ

パルスが出力されます。キロポスト距離選択が１ｋｍの場合、距離程表示値の第１位の桁が更新され

るごと(１ｋｍごと)に幅０.１秒の３Ｖパルスが出力され、また第２位の桁が更新されるごと(1０ｋｍごと)に

幅０.３秒の３Ｖパルスが出力されます。

マーカ入力ががＯＮのあいだは、３Ｖの電圧が出力されます。マーカ入力がＯＮのあいだにキロポス

ト距離に達した場合は、０Ｖのパルスが出力されます。

例３はキロポスト距離選択が１ｋｍで進行方向選択が下りの場合です。７７.０ｋｍ、７８.０ｋｍでキロポス

ト出力に幅０.１秒の３Ｖパルスが出力され、マーカ入力がＯＮするとＯＮのあいだ３Ｖが出力されます。

 ７９.０ｋｍでは、本来は幅０.１秒の３Ｖパルスが出力されるところですが、マーカ入力がＯＮしている

ので幅０.１秒の０Ｖパルスが出力されます。

８０.０ｋｍでは１０kmごとを表わす幅０.３秒の３Ｖパルスが出力されます。

空転、滑走および車輪径の設定誤差の影響により距離程表示が実際のキロポスト距離程からずれ

てしまった場合、このずれがキロポスト距離の半分以下のときは、実際のキロポスト通過時点でこのキ

ロポスト補正を押すことで正しい距離程に補正できます。補正した結果、すでに出力した距離程に

戻る変更になる場合はキロポスト出力は行われません。例えば、キロポスト距離選択が１ｋｍで進行

方向選択が下りの場合で、例１のように７１ｋｍのキロポストを通過したときに距離程表示が７０.７ｋｍと

遅れている場合、７２ｋｍのキロポストを通過するタイミングでキロポスト補正を押すと、表示は７２ｋｍ

に変更されキロポスト出力が行われます。また、例２のように７１ｋｍのキロポストを通過したときに距離

程表示が７１.３ｋｍと進んでいる場合、７２ｋｍのキロポストを通過するタイミングでキロポスト補正を押

すと、表示は７２ｋｍに変更されますが、すでにキロポスト出力した距離程に戻る変更になりますので、

キロポスト出力は行われません。



１４
CR
L
F１２３．４，１２３４ ．５ 

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14(ﾊ゙ｲﾄ)

距離（km）
   0.0～9999.9 0.0～999.9

速度（km/h）

データ形式 通信パラメータﾊ゙ｲﾄ数動作 備考

１５

CR
L
F１２３．４，１２３４ ．５ ６

 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15(ﾊ゙ｲﾄ)

距離（km）
 0.00～9999.99 0.0～999.9

速度（km/h）

６．　ＲＳ２３２Ｃデータ送信

６．１　モード０の動作とデータ形式（キロポスト出力ごとの送信）

速度と距離のデータをＲＳ２３２Ｃで外部装置へ送信できます。ＲＳ２３２Ｃコネクタは後面パネルにあります。

添付のＲＳ２３２Ｃケーブルの９ピン側をここへ接続します。ＲＳ２３２Ｃコネクタの上にＲＳ２３２Ｃモード選択スイッ

チがあります。モード０からモード７までの８種類のモードがあり、実行するモード番号にスイッチを合わせます。

モード変更は本計測器の電源をいったん切ってから行ってください。

モード０はキロポスト距離０.１kmまたは１kmの距離ごとに速度と距離のデータを送信します。

モード１は０.５秒ごとに速度と距離のデータを送信します。

モード２からモード６はサーマルアレイコーダ専用で、アノテーション印字機能を使用して記録紙にキロポストが

出力されたときの速度と距離を数値印字します。モード２からモード５はグラフテック社のサーマルアレイコーダ

用です。モード６はＮＥＣ三栄社のサーマルアレイコーダRT3200N/RT3100N専用です。

モード７は朋栄社のタイトルジェネレータTG170専用です。

　　　　　アノテーション印字機能を使用するためにはサーマルアレイレコーダ側で設定が必要です。

　　　　　詳細につきましては、各サーマルアレイコーダの取扱説明書をご覧下さい。　　

電源ＯＮ後、常に速度と距
離のデータが送信されます。
ゼロサプレスされた桁は、ASCII
スペースコードで送信されます。

電源ＯＮ後、常に速度と距
離のデータが送信されます。
ゼロサプレスされた桁は、ASCII
スペースコードで送信されます。

ボーレイト　９６００bps
７ビットASCIIコード
偶数パリティ
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

アノテーション印字数は１０
文字固定です。速度と距離
は記録紙下部のチャンネル
１６アノテーションに印字され
ます。チャートスピードは２５
mm/s以下にして下さい。５０
mm/s以上ではアノテーショ
ン印字ができません。また、
キロポスト出力間隔が印字
間隔より短くなるチャートスピ
ードの場合、印字ずれや文
字抜けが起こります。

キロポスト出
力ごとに速度
と距離のデー
タを送信

データ形式 通信パラメータ

通信パラメータ

ﾊ゙ｲﾄ数動作 備考

６．２　モード１の動作とデータ形式（０.５秒ごとの送信）

６．３　モード２の動作とデータ形式（ＷＲ８０００-１６Ｔ専用）

ボーレイト　９６００bps
７ビットASCIIコード
偶数パリティ
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

０.５秒ごとに
速度と距離の
データを送信

123/1234.5

  速度
（km/h）
 0～999

   距離
  （km）
 0～9999.9

123/1234.0 125/1235.0１０文字

印字位置印字書式動作 備考

     印字間隔
(最低１０文字分必要)

チャンネル１６アノテーション位置

WR8000-
16T専用

キロポスト出力
ごとにチャンネ
ル16アノテー
ションに速度と
距離の数値を
印字

キロポスト波形記録

速度と距離を印字

記録紙
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ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式
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通信パラメータ

６．５　モード４の動作とデータ形式（ＷＲ５０２０専用）

ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

RS232C-GPIB変換
ＢＯＸを使用する。
GPIBアドレス　１

ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

印字位置印字書式動作 備考

WR5020専用

キロポスト出力
ごとにユーザア
ノテーション
に速度と距離
の数値を印字

通信パラメータ

６．６　モード５の動作とデータ形式（ＷＲ１０００専用）

ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

印字位置印字書式動作 備考

WR1000専用

キロポスト出力
ごとにタイトル
アノテーション
位置に速度と
距離の数値を
印字

アノテーション印字数を１２
文字に設定します。速度と
距離は記録紙上部のタイト
ルアノテーションに印字され
ます。タイトルアノテーション
は、通常は日付や記録開始
時刻が印字されているところ
です。タイトル印字内容を設
定していた場合はその内容
は失われます。

アノテーション印字数を１２
文字に設定します。

印字処理中に送られてくる
アノテーション印字コマンド
は無視されます。　

アノテーション文字数は３２
文字固定ですので、その分
の印字間隔が必要です。
(約１００mm)

印字処理中に送られてくる
アノテーション印字コマンド
は無視されます。

123.4/1234.5

    速度
  （km/h）
 0～999.9

     距離
     （km）
  0～9999.9

１２文字

123.4/1234.5

    速度
  （km/h）
 0～999.9

     距離
     （km）
  0～9999.9

１２文字

123.4/1234.5

    速度
  （km/h）
 0～999.9

     距離
     （km）
  0～9999.9

１２文字

WR8500/
9000専用

キロポスト出力
ごとにタイトル
アノテーション
に速度と距離
の数値を印字

記録紙

123.5/1234.0 125.5/1235.0

     印字間隔
(最低１２文字分必要)

タイトルアノテーション位置

キロポスト波形記録

速度と距離を印字

記録紙

123.4/1234.0 125.6/1235.0

     印字間隔
(最低１２文字分必要)

タイトルアノテーション位置

キロポスト波形記録

速度と距離を印字

通信パラメータ

６．４　モード３の動作とデータ形式（ＷＲ８５００/９０００専用）

印字位置印字書式動作 備考

123.4/1234.0 125.6/1235.0

     印字間隔
(最低３２文字分必要)

キロポスト波形記録

速度と距離を印字

記録紙
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通信パラメータ

６．７　モード６の動作とデータ形式（ＲＴ３２００Ｎ/ＲＴ３１００Ｎ専用）

ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

ボーレイト　９６００bps
８ビットASCIIコード
（最上位ﾋ゙ｯﾄ０固定）
パリティなし
ストップビット　１ビット
無手順送信方式

印字位置印字書式動作 備考

６．８　モード７の動作とデータ形式（TG１７０専用）

RT3200N/
RT3100N
専用

キロポスト出力
ごとにタイトル
アノテーション
位置に速度と
距離の数値印
字

２２ STX
ETX

ETX １２３．４/１２３４ ．５ ６７Ｌ００
 1   2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(ﾊ゙ｲﾄ)

距離（km）
 0.000～9999.999 0.0～999.9

 NUL:00H    STX:02H    ETX:03H

速度（km/h）

STX
NUL

電源ＯＮ後、
速度と距離のデ
ータ送信を開始
します。
ゼロサプレスされた
桁は、ASCIIスペー
スコードで送信さ
れます。

データ形式 通信パラメータﾊ゙ｲﾄ数動作 備考

TG170専用

０.５秒ごとに
速度と距離の
データを送信

外部装置とＲＳ２３２Ｃの接続を行なう場合、

付属品のＲＳ２３２Ｃケーブルをお使い下さい。

本計測器の内部で、Ｄサブ９ピンの４番と６番を

接続しています。右図はＲＳ２３２Ｃケーブルの

結線図です。

ＣＴＳ出力は、本計測器の電源が入っているあ

いだオンしています。

６．９　ＲＳ２３２Ｃ接続ケーブル

２

３
５
１

８
７
４

６

Ｄサブ９ピンメス

 本計測器後面
RS232Cコネクタ
Ｄサブ９ピンオス Ｄサブ２５ピンオス

    ＲＳ２３２Ｃケーブル
アクロス製　ADR224     １.５ｍ

２　 ＴxＤ　
　 ３　 ＲxＤ　
   ７　 ＧＮＤ　
  ４　 ＲＴＳ　

  ５　 ＣＴＳ　
  ８　 ＤＣＤ　
  ６　 ＤＳＲ　
     ２０　ＤＴＲ　

４

ＲxＤ　   ２

ＴxＤ      ３
 ＧＮＤ    ５  
未使用  １
 ＣＴＳ　   ８

接続

ＲＴＳ　   ７

６

アノテーション印字処理中
に次のアノテーション印字コ
マンドが送られると、先の印
字途中に割り込んで印字さ
れますので、間隔は最低２０
mmは必要です。
システムアノテーション併用
時は、約１２０mm必要です。

記録紙

123.4/1234.0 125.6/1235.0

     印字間隔
(最低２０mm必要)

タイトルアノテーション位置

キロポスト波形記録

速度と距離を印字

123.4/1234.5

    速度
  （km/h）
 0～999.9

     距離
     （km）
  0～9999.9

１２文字

７．　ＷＲ８０００-１６Ｔの設定操作

Dir Y-T
[RS232-C]
Baud rate: 　  9600
Data length     　8
Parity:�    　  None
Stop bit:       　1
X on: No  RS on:Yes

Dir Y-T
[Initialize2]
Cannel mark:
Anno.select:  User
Env.mode
Ext.event
Time marker�

画面右下の ETC. キー (F4) でステータス表示

を切り替え,、ＲＳを選択し、ＲＳ２３２Ｃメニュー画

面で、設定を右のとおりにして下さい。

次に、PREV̀キーでステータス選択画面に戻り、

ETC. キーでステータス表示を切り替え、ＩＮＩ２を

選択し、イニシャライズ２メニュー画面で、

Anno.select: 　を User　に設定します。

以上の設定が終了したらＷＲ８０００－１６Ｔの電源をいったんＯＦＦにし、再度ＯＮします。

これで変更した設定が有効になります。

ＲＳ２３２Ｃメニュー画面 ｲﾆｼｬﾗｲｽ゙2メニュー画面
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８．　ＷＲ８５００の設定操作

－－－ｲﾝﾀﾌｪーｽ－－－
[RS-232C]
ボーレート      :9600bps
データ長        :8bits
パリティ　        :Ｎone
ストップ ビット  ：1bit
Ｘ on/off制御  ：Off
ＲＳ信号制御   :On

     印字設定
印字間隔   :100cm
印字文字数 : 12
ﾀｲﾄﾙ印字内容選択:ﾕー ｻ゙
 [� � 　　    
 [� � �     

ＷＲ８５００は設定操作中にＲＳ２３２Ｃからデータを受信するとリモート状態になり、ＬＯＣＡＬボタン

が押されるまで操作ができなくなります。したがって設定操作は、速度と距離のデータが送られな

い車両停止中に行って下さい。または、本計測器の電源をＯＦＦにするか、ＲＳ２３２Ｃケーブルを

外してデータが送られない状態にして行って下さい。

ＷＲ８５００はＲＳ２３２Ｃインターフェースを標準装備していませんので、オプションのＲＳ２３２Ｃイン

ターフェースが必要です。詳細はＷＲ８５００の取扱説明書をご覧ください。

イニシャライズ２メニューの　Anno.select: User　の設定により、チャンネル１から１６までのアノテーション印字

が有効になります。チャンネル１６は、RS232Cから送られてくる速度と距離の印字になりますが、チャンネル１

から１５までは、設定されているアノテーション内容が印字されます。これを消したい場合は、すべての内容を

空白にします。設定は、

　（１）モード画面で ＡＮＮＯ を選択し、アノテーションメニュー画面を表示させます。

　（２）Ｃｈ１ にカーソルを合わせ、ＳＬＣＴ を１０回押してアノテーション内容をすべて空白にします。

　（３）ＰＲＥＶを押してアノテーションメニュー画面に戻り、Ｃｈ２ にカーソルを合わせ、同様の操作を繰り返し　

　　　ます。これを、Ｃｈ１５ まで行います。

ＷＲ８０００－１６Ｔは設定操作中にＲＳ２３２Ｃからデータを受信するとリモート状態になり、ＬＯＣＡＬ

ボタンが押されるまで操作ができなくなります。したがって設定操作は、速度と距離のデータが送

られない車両停止中に行って下さい。または、本計測器の電源をＯＦＦにするか、ＲＳ２３２Ｃケー

ブルを外してデータが送られない状態にして行って下さい。

ＷＲ８０００－１６Ｔは初期状態ではＧＰＩＢインターフェースが標準ですので、ＲＳ２３２Ｃへの切り替

え設定が必要です。切り替えの詳細はＷＲ８０００－１６Ｔの取扱説明書をご覧ください。

ＳＹＳＴＥＭキーメニューでオプション設定

画面を選び、インタフェースを右のとおり設

定します。また、ＲＥＣＯＲＤキーメニューで

印字設定画面を選び、印字設定を右のと

おり設定します。設定したら、ＷＲ８５００の

電源をいったんＯＦＦし、再度ＯＮして再起

動させて下さい。これで変更した設定が有

効になります。

オプション設定画面 印字設定画面

注意

注意

９．　ＷＲ９０００の設定操作

INTERFACE

[RS-232C]
Baud Rate      :9600bps
Data Length   :8bits
Parity 　        :Ｎone
Stop Bit(s)    ：1
Ｘ on/off Control ：No
<ＲＳ>Signal Line  :On

ANNOTATION

Report Ditance : 100cm
Plot Length      : 12
Annotation Selected : User

画面左下のＥＴＣ.キーを押してメニューを切

り替え、Ｉ／Ｆを選択してＲＳ２３２Ｃの設定を

右のとおり設定します。また、メニューから

ANNOT.を選択してＡＮＮＯＴＡＴＩＯＮを右

のとおり設定します。設定したら、ＷＲ９０００

の電源をいったんＯＦＦし、再度ＯＮして再

起動させて下さい。これで変更した設定が

有効になります。
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１０．　ＷＲ５０２０の設定操作

１１．　ＷＲ１０００の設定操作

PRINT

Ch.Event
Sys.Annot
Ch.Annot   [Print]
Scale
List
Rec.Count

INITIALIZE2

Clock Settings
         Date
         Time
GPIB Adr.    [ 1 ]
     EOI    [Disable]

（１）右のＰＲＩＮＴメニュー画面が表示されるまでＭＥＮＵキーを数回押します。

（２）ＮＥＸＴ、ＰＲＥＶキーで項目　Ch.Annot 　に移動します。

（３）＋、－　キーで設定を　[Print]　　にします。　 　

（１）ＳＹＳＴＥＭキーを押し、右のオプション設定画面を表示させます。

（２）方向キーでカーソルを　リモートI/F　　に移動させます。ＥＮＴＥＲキーで

      選択プルダウンを表示させて　RS-232C　を選択します。

（３）方向キーでカーソルを　設定変更　　に移動させます。ＥＮＴＥＲキーで

      RS-232C設定変更ウィンドウを表示させ、通信速度などを右のとおり設

     定します。

（４）ＲＥＣＯＲＤキーを押し、右のアノテーション設定画面を表示させます。

（５）右のとおり設定します。フライングアノテーションがＯＮの場合、印字間　　

　　　隔は無視されますのでどんな数値でも構いません。

WR5020のインターフェースはGP-IBですので、RS232C-GPIB変換器「GPIB-232CT-A」を併用する必要が

あります。電源を切った状態で側面のDipSWを下図のとおり設定します。

PRINTメニュー画面

（４）右のINITIALIZE2メニュー画面が表示されるまでＭＥＮＵキーを数回押します。

（５）ＮＥＸＴ、ＰＲＥＶキーで項目　GPIB Adr. 　に移動します。

（６）＋、－　キーで設定を　[ 1 ]　にします。

（７）同様に　 EOI 　を　[Disable]　にします。　 

以上の設定が終了したら電源をいったんＯＦＦにし、再度ＯＮします。

これで変更した設定が有効になります。

以上の設定が終了したら電源をいったんＯＦＦにし、再度ＯＮします。

これで変更した設定が有効になります。

INITIALIZE2メニュー画面 　

ｵﾌ゚ｼｮﾝ設定   System(2/4)

行末文字　：　CR+LF
リモートI/F :   RS-232C

[RS232C設定]  設定変更
通信速度： 9600
データ長：   8
ｽﾄｯﾌ゚ﾋ゙ｯﾄ：  1
パリティ：     None
フロー制御： None
タイムアウト： 2 s

　　オプション設定画面 　

ｱﾉﾃーｼｮﾝ設定   Record(3/3)

印字間隔　：　
印字文字数 :  12
ﾌﾗｲﾝｸ゙ｱﾉﾃーｼｮﾝ：　ON

タイトル印字：ユーザ

　　アノテーション設定画面 　

DipSW 

S-MODE

DATA  FORMAT

BAUD  RATE

ON 



-13-

１２．　ＲＴ３２００Ｎ／ＲＴ３１００Ｎの設定操作

１３．　ＴＧ１７０の設定操作

[ RS232C通信パラメータの設定 ] ��     

電源コンセントを抜いた状態で上部カバーを開け、基板上のDipSW  S2 を下図のとおり設定します。

電源をOFFしても値(表示)はメモリされていますので、前回の値が残っています。これを消去するには、前面

パネルのSUPERスイッチを押しながら電源ONし、３秒経過後にSUPERスイッチを離すと、メモリはクリアされま

す。�

レコーダ紙送りがＳＴＯＰの状態でも、アノテーションコマンドを受信すると紙送りされますので、レコーダ

停止時はRS232Cコネクタを外しておいてください。

注意

（1) 操作パネルの「システム」キーを押し、画面ソフトキー[次頁]を押して、「メニュー２」画面を表示します。

(2) 画面内の矢印キーまたはジョグダイヤルでカーソルを「インターフェイス選択」へ移動し、[選択]キーを押し  

     ます。

(3) [RS-232C]を選択し、[実行]を押します。�(RS232Cのみの場合はこの選択設定は不要です。）�

(4) 画面内の矢印キーまたはジョグダイヤルでカーソルを「ＲＳ－２３２Ｃ」へ移動し、[選択]キーを押します。

(5)パラメータを以下のように設定し、[実行]を押します。�

� ・ボーレート� ：９６００

            ・ データビット��：８

            ・ ストップビット   ：１�      

            ・ パリティ�� ：無

            ・ フロー制御��：ハードワイヤー

            ・ デリミタ�� ：CR+LF

DipSW  S2 

ON 

OFF 
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